
回　　　答

1 どのような病気ですか？
新型コロナウイルスによる呼吸器感染症といわれています。
発熱、咳などの呼吸器症状を認める患者が報告されています。

2 コロナとはどのようなウイルスですか？
一般の風邪の原因として知られていますが、中東呼吸器症候群（MERS）や重症急性呼吸器症候群

（SARS）などの重症化傾向のある疾患の原因ウイルスも含まれています。

3 感染源はどのようなものですか？
今のところはっきりとわかっていません。武漢市の市場で売られている野生動物の可能性などが考
えられています。

4 感染経路はどのようなものですか？
現在のところ調査中ですが、ウイルスに汚染された環境にふれることによる接触感染、患者と濃厚
に接触することによる飛沫感染が考えられています。

5 潜伏期間はどのくらいですか？
潜伏期間は現在のところ不明ですが、他のコロナウイルスの状況などから、最大14日程度と考えられて
います。

6 ヒトからヒトへ感染は起きますか？
家族や医療従事者など長時間接触したり、感染対策が不十分であった場合に感染する可能性があ
ります。

7 予防接種はありますか？ ありません。

8 一回かかったら免疫ができるのですか？ 今のところ分かりません。

9 治療法はありますか？ まだコロナウイルスに対する治療薬はありません。対症療法となります。

10 致命率は高い病気ですか？ 高齢者や持病がある方では重症化しやすいと言われています。

1

患者の発生地に渡航してきました。発熱や咳
があり、新型コロナウイルスに感染したかもし
れません。足立区で診てくれる医療機関を教
えてください。

新型コロナウイルスに感染したと思われる方は、帰国者・接触者電話相談センターに電話してくださ
い。
平日日中「午前8時30分から午後5時まで」は電話番号　03-3880-5747にご連絡ください。
平日夜間「午後5時から翌午前9時」と土日祝日終日は電話番号　03-5320-4592にご連絡ください。
要件を満たしている方については、個別に調整のうえ医療機関を紹介させていただきます。医療機
関名についてはお答えできませんのでご了承ください。

2 どのような検査を行いますか？ 一定の要件を満たした場合に限りますが、咽頭拭い液や血液検査などを行います。

3 希望すれば検査してもらえますか？
出来ません。３７.５度以上の発熱と咳などの呼吸器症状があり、一定の要件を満たした場合のみ、
保健所と都で協議して検査を行うかどうかを決定します。

4
医療機関に診察を断られましたが、どうしたら
よいでしょうか？

足立保健所感染症対策課（3880-5747）にご相談ください。

足立区新型コロナウイルスに関するQ&A　　　　　　　　

質　　　問

◆疾患について

◆受診について
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足立区新型コロナウイルスに関するQ&A　　　　　　　　

質　　　問

1 感染しないためにはどうすればよいのですか

一般的な呼吸器感染症の予防としては
・こまめな手洗い・咳エチケットが基本です。
　また、十分な栄養と休養、人混みを避けるなども有効です。
・発熱や咳などの症状がある人との不必要な接触は避けましょう。
・接触をした場合は、十分な手洗いをしましょう。

2
新型コロナウイルスに感染したと思ったらどう
すればよいのですか

事前に医療機関に「どこへ行ったか」を伝えて、医療機関を受診しましょう。
医療機関へ向かう際には、マスクを着用し、医療機関の指示に従って受診してください。
マスクが手に入らない場合はハンカチ等で口や鼻を覆うようにしましょう。

3 マスクはどのようなものがよいですか 市販のマスクで大丈夫です。

4
市販のマスクより、特殊なマスクのほうがよい
のか

TVで見るようなマスクは医療機関専用のものです。
市販のマスクで大丈夫です。

5
外出の際、必ずマスクを着用する必要がある
のか

症状がある場合は人にうつさないために、マスクを着用してください。マスクをしていないときにとっさ
に咳・くしゃみが出そうになったときは、手ではなく、袖や上着の内側で覆い、しぶきが飛び散るのを
防ぎましょう。
症状がない場合は必ずしもマスクは必要ありませんが、咳あび時などはハンカチや衣服の袖でよけ
るなどの対策をとりましょう。

6
人がたくさんいる場所に行かないほうがよい
ですか？

多くの人が集合する場所を避けるということは、一般的な感染症予防策として大切です。

1
出張、旅行などで中国に渡航しても大丈夫で
すか

出張についてはご自身の会社にご確認ください。
不要不急の渡航は控えたほうがよいでしょう。

海外では、こまめな手洗い、動物に近づかない・触れない、マスクをするなどの一般的な感染対策を
こころがけてください。

2
患者の発生地に渡航してきました。どのよう
に過ごせばよいでしょうか

帰国後最低14日間は発熱、咳、倦怠感などの症状が出現しないか注意して過ごしましょう。
症状の出現時には、事前に患者発生地への渡航歴がある旨を事前に連絡し、マスクを着用して
人混みを避けて医療機関を受診しましょう。

1
中国から社員が帰国し、その社員をしばらく
休ませたいがよいか

中国から帰ってきたというだけで休ませる根拠は現在はありません。症状がなければ、通勤・公共
交通機関を利用しても大丈夫です。
発生している地域を出国した日から14日間は、社員が自身の健康状態を確認し（できれば一日2回
の体温測定）、発熱や咳などの症状が現れたら、出勤を見合わせてください。
受診をする際は、事前に医療機関に連絡し、患者が発生している地域への滞在歴があることを伝
え、マスクをして受診してください。医療機関へ向かう際には、マスクを着用し、医療機関の指示に
従って受診してください。
また、新型コロナウィルス感染症(COVID-19)に対しては事業者が健康管理を実施する必要はあり
ません。

2
職場で新型コロナウイルスによる肺炎患者が
発生したら保健所はどのような対応をします
か

職場において、肺炎患者が感染性のある時期の社員との接触状況を調査します。必要に応じて社
員への注意喚起、健康観察及び消毒等の措置の命令を行います。

1 最新の情報はどこで入手できますか 足立区のホームページの「重要なおしらせ」でご確認ください。

◆海外渡航について

◆会社について

◆発生状況について

◆予防について
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